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開開催催日日

開開催催場場所所

特特別別講講演演

熊本大学 産業ナノマテリアル研究所 教授 外本和幸 先生

特別講演 I 

「3GeV高輝度放射光NanoTerasuとイノベーション・エコシステム」

東北大学 ナノテラス共創推進課 特任教授 渡邉真史 先生　

一一般般講講演演

（口頭発表 106 件、ポスター発表8件）

若若手手優優秀秀講講演演者者へへのの表表彰彰（（BBeesstt  PPrreesseennttaattiioonn  AAwwaarrdd））  

李 忠日 氏（東北大学）

谷本 大航 氏（九州大学）

八柳 秀門 氏（宇宙航空研究開発機構）

神谷 朋宏 氏（日本原子力研究開発機構）

山北 暖人 氏（九州工業大学）

参参加加登登録録 当日シンポジウム受付にて参加登録を行って下さい

（国際衝撃波学会の会員は無料）

講講演演論論文文集集

懇懇親親会会 日時： 2025 年 3 月 13日（木）18：00　～19：30　

場所：　東北大学片平さくらホール

会費：　一般 5,000円，学生 3,000円

シシンンポポジジウウムム  WWeebbササイイトト     http://www.jssw.swsoc.jp/jssw2024/index.html

問問いい合合わわせせ先先 東北大学 流体科学研究所　永井大樹 （シンポジウム実行委員長）
〒980-8577　仙台市青葉区片平2-1-1

特別講演Glass Memorial Lecture Award

「爆発・衝撃波現象を利用した材料プロセッシング　-爆発実験施設の歴史と可能性-」

E-mail：jssw2024@grp.tohoku.ac.jp

一部 3,000円、電子版をダウンロード形式にて配布いたします。講演論文集のみをご希望の方は シンポジウム

事務局（jssw2024@grp.tohoku.ac.jp） までお問い合わせ下さい。 （シンポジウム閉会後も承ります）

一般セッションカテゴリー：衝撃波の反射・回折・屈折・フォーカッシング、凝縮・多相媒体中の衝撃波、極/超音

速流と衝撃波、化学反応/爆発を伴う衝撃波、衝撃波現象の医学・生物学への応用、高速流れおよび衝撃波の

可視化・計測

企画セッション：OS1　鈴木宏二郎先生メモリアルセッション

OS2　衝撃波を利用した最新医工学研究とその基盤技術

OS3　弾道飛行装置研究の現状と可能性

OS4　膨張波管による高エンタルピー気流実験と電磁力エアロブレーキング技術

OS5　PSP・TSPを用いた高速非定常流体現象の可視化と計測

「フェムト秒レーザ誘起水中衝撃波の数値シミュレーションを用いた伝播挙動解析」

参加登録料（日本衝撃波研究会会費として）：

一般 3,000 円，学生 1,000 円

「超音速噴流の 3 次元動的モード分解解析によるスクリーチの共鳴現象に関連する波の調査」

「金属液滴と衝撃波構造の干渉による粉体化プロセスの高速イメージング」

「鈍頭物体まわりの境界層遷移に関する数値シミュレーション」

「衝撃波を伴う気液二相流を対象とした保存則を満たす ghost fluid 法の開発」

2025年 3 月 31 日現在で 32 歳以下の若手研究者を対象として、シンポジウムでなされた口頭発表およびポス

ター発表の中から優秀なものに対し、その主たる発表者を表彰します。2023年度衝撃波シンポジウムにおける受

賞者は以下の通りです（報告）：

2024年度衝撃波シンポジウム
SSyymmppoossiiuumm  oonn  SShhoocckk  WWaavveess  iinn  JJaappaann,,  FFYY22002244

東北大学片平さくらホール、流体科学研究所

2025年 3 月 12日（水）～ 14日（金）

〒980-8577　仙台市青葉区片平2-1-1
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AA会会場場

（片平さくらホール2F大会議室）

BB会会場場

（流体科学研究所1号館2F会議室）

CC会会場場

（流体科学研究所2号館5F大講義室）

DD会会場場

（流体科学研究所衝撃波関連施設）

11AA11  【【極極//超超音音速速流流とと衝衝撃撃波波  11】】 11BB11  【【衝衝撃撃波波可可視視化化計計測測  11】】 11CC11【【デデトトネネーーシショョンン  11】】

座座長長：：永永田田貴貴之之（（名名大大）） 座座長長：：  水水書書稔稔治治（（東東海海大大）） 座座長長：：坪坪井井伸伸幸幸((九九工工大大))

9:30 1A1-1 1B1-1  [[若若]] 1C1-1 [[若若]]

ススククララムムジジェェッットトエエンンジジンンののイインンテテーーククににおおけけ

るるババズズ現現象象のの振振動動特特性性解解析析

○佐々木文哉（東北大）、 岡野泰人（JAXA）、 佐藤

慎太郎、大西直文（東北大）

位位相相差差検検出出型型BBOOSS法法にによよるる物物体体周周りりのの超超音音速速流流

れれ定定量量計計測測

○百々穂高、森川宏太郎、畠中和明、廣田光智

（室蘭工大）

水水素素--酸酸素素予予混混合合気気体体ののデデトトネネーーシショョンン遷遷移移過過

程程ににおおけけるる障障害害物物のの影影響響

○青山侑史、横田和彦（青学大）

9:50 1A1-2 1B1-2 [[若若]] 1C1-2

鈍鈍頭頭物物体体上上のの孤孤立立粗粗度度にによよるる境境界界層層遷遷移移のの直直接接

数数値値計計算算：：適適切切なな空空間間解解像像度度のの検検討討

○八柳秀門、 丹野英幸（JAXA）

BBOOSS法法にによよるる流流れれ場場のの33次次元元定定量量測測定定のの分分解解能能向向

上上手手法法

○森川宏太郎、畠中和明、廣田光智（室蘭工大）

開開放放系系おおよよびび半半開開放放系系ににおおけけるる水水素素--酸酸素素火火炎炎

のの加加速速ととDDDDTTのの可可能能性性

○岩田和也 (京都大)、稲垣直哉、新垣裕大、 渡邉

光毅、関陽子、前田慎市、小原哲郎 (埼玉大)

10:10 1A1-3 [若] 1B1-3 1C1-3 [[若若]]

極極低低温温壁壁面面冷冷却却ににおおけけるる衝衝撃撃波波//乱乱流流境境界界層層干干

渉渉剥剥離離泡泡のの熱熱伝伝達達特特性性

○三木佑真、安藤嶺央、宮崎あずみ、坂蒼衣、杵

淵紀世志（名大）、江上泰広（愛工大）

深深層層学学習習にに基基づづくく超超解解像像技技術術をを用用いいたた超超音音速速流流

れれににおおけけるるWW--BBOOSS解解析析画画像像のの空空間間解解像像度度のの向向上上

前田和輝、○福岡寛、須田敦、廣和樹、中村篤人

（奈良高専）

LLiinneeaarr  ddeettoonnaattiioonn  cchhaannnneell実実験験装装置置をを用用いいたた

回回転転デデトトネネーーシショョンンロロケケッットトエエンンジジンン内内部部現現象象

のの可可視視化化観観測測

○西村聡真、碇健汰、前田慎市、関陽子、小原哲

郎（埼玉大）、丹野英幸（JAXA）

11AA22  【【極極//超超音音速速流流とと衝衝撃撃波波  22】】 11BB22  【【衝衝撃撃波波可可視視化化計計測測  22】】 11CC22  【【デデトトネネーーシショョンン  22】】

座座長長：：大大西西直直文文（（東東北北大大）） 座座長長：：畠畠中中和和明明（（室室蘭蘭工工大大）） 座座長長：：岩岩田田和和也也  ((京京都都大大))

10:40 1A2-1 1B2-1 [若] 1C2-1 [若]

電電離離圏圏ププララズズママ中中ににおおけけるる電電子子ププララズズママ波波のの生生

成成とと伝伝播播にに関関すするるPPIICC計計算算

○森浩一、大類浩輔、西尾圭太（大公大)

超超音音速速風風洞洞ににおおけけるる複複数数台台カカメメララをを用用いいたた３３次次

元元密密度度計計測測

○猪狩優斗、 山岸雅人、井川将大、湊慎司（千葉

大）、廣瀬裕介（サレジオ高専）、宇田川真介（産技

高専）、太田匡則（千葉大）

水水素素//空空気気詳詳細細化化学学反反応応モモデデルルをを用用いいたた33次次元元非非

定定常常デデトトネネーーシショョンンにに関関すするる波波面面構構造造解解析析  --衝衝

撃撃波波面面近近傍傍のの高高次次精精度度のの影影響響--

○奥田響、坪井伸幸、伊藤拓海(九工大)、林光一

(青学大)

11:00 1A2-2 [若] 1B2-2 [[若若]] 1C2-2 [若]

ガガスス噴噴射射にによよるる加加熱熱率率とと通通信信ブブララッッククアアウウトトのの

同同時時低低減減をを目目的的ととししたたププララズズママ風風洞洞実実験験

○宮下岳士（北大）、Ciro Salvi（DLR）、高橋裕介

（北大）、Oliver Hohn、Ali Gülhan（DLR）

弾弾道道飛飛行行装装置置をを用用いいたたははややぶぶささカカププセセルル模模型型周周

りりのの44次次元元密密度度場場計計測測

○山岸雅人、野木住隆、堀尾大行、宮崎龍汰（千

葉大）、廣瀬裕介（サレジオ高専）、稲毛達朗（湘南

工科大）、太田匡則（千葉大）、大谷清伸、永井大

樹（東北大）

酸酸水水素素予予混混合合気気ににおおけけるる解解適適合合格格子子をを用用いいたた衝衝

撃撃波波とと火火炎炎のの干干渉渉にによよるるDDDDTT過過程程にに関関すするる数数値値

解解析析  --火火炎炎形形状状のの違違いいががももたたららすす影影響響のの調調査査--

○笠友介、坪井伸幸、小澤晃平（九工大）、林光一

（青学大）、小原哲郎、松本弦太（埼玉大）

11:20 1A2-3 [[若若]] 1B2-3 [[若若]] 1C2-3 [若]

放放電電ププララズズママにによよるる極極超超音音速速気気流流制制御御ににおおけけるる

衝衝撃撃波波生生成成とと応応答答速速度度にに関関すするる数数値値解解析析にによよるる

考考察察

○渡邉保真（豊田工大）

BBOOSS法法にによよるるははややぶぶささ型型カカププセセルルままわわりりのの定定量量

的的密密度度場場計計測測

○湊慎司、山岸雅人、井川将大、猪狩優斗（千葉

大）、稲毛達朗（湘南工大）、太田匡則（千葉大）、

永井大樹（東北大）

ララババルルノノズズルル付付円円盤盤型型小小型型爆爆轟轟燃燃焼焼器器((ΦΦ7700))のの

作作動動特特性性

○鈴木凜太郎、岡村直輝、豊田瑞樹、鈴木仁人、

馬渕信志、永山生耀（東海大）、濱本宜輝、石原一

輝、岩城裕樹（IHI）、水書稔治（東海大）

11:40 1B2-4  [[若若]]

背背景景指指向向型型シシュュリリーーレレンンのの光光学学系系をを用用いいたたSSSSIIMM

にによよるるシシャャドドーーググララフフ動動画画のの生生成成

○小笠原祐樹、野瀬成実 (産技高専)、熊﨑大知

（都立大）、石橋歩武（農工大院）、山岸雅人（千葉

大）、廣瀬祐介（サレジオ高専）、稲毛達朗（湘南工

大）、太田匡則（千葉大）、嶋村耕平（都立大）、宇

田川真介（産技高専)

11AA33  【【高高速速飛飛行行推推進進シシスステテムム】】 11BB33  【【混混相相媒媒体体中中のの衝衝撃撃波波】】
11CC33  【【OOSS55  PPSSPP・・TTSSPP  をを用用いいたた高高速速非非定定常常

流流体体現現象象のの可可視視化化とと計計測測】】

座座長長：：高高橋橋俊俊（（JJAAXXAA）） 座座長長：：杉杉山山勇勇太太（（産産総総研研）） 座座長長：：田田口口正正人人（（防防衛衛大大））、、沼沼田田大大樹樹（（東東海海大大））

13:00 1A3-1  [[若若]] 1B3-1 1C3-1[[若若]]

超超低低軌軌道道衛衛星星のの継継続続飛飛行行にに向向けけたたレレーーザザーーブブララ

スストトラライイダダーーのの希希薄薄流流圧圧縮縮及及びび推推力力生生成成過過程程にに

関関すするる粒粒子子計計算算とと成成立立性性検検討討

○宇野耀、伊藤光毅、高橋聖幸（東北大）

AA  HHoollooggrraapphhiicc  IInntteerrffeerroommeettrriicc  SSttuuddyy  ooff

DDuusstt--ffrreeee  RReeggiioonn  oovveerr  aa  CCyylliinnddeerr  iinn  aa

DDuussttyy  GGaass  SShhoocckk  TTuubbee  FFllooww

○Kazuyoshi Takayama、Kiyonobu Ohtani（Tohoku

Univ.）

塗塗装装型型  AAAA--PPSSPP  をを用用いいたた非非定定常常衝衝撃撃波波現現象象のの極極

短短時時間間露露光光計計測測

○川又有真、川島健、米山王良、沼田大樹（東海

大）、大谷清伸（東北大）

13:20 1A3-2 1B3-2 1C3-2[[若若]]

繰繰りり返返ししパパルルススレレーーザザーーにによよるる複複数数放放物物面面レレーー

ザザーー推推進進機機振振りり子子モモデデルルのの能能動動制制御御実実験験

○飯島悠希、高橋聖幸 (東北大)

衝衝撃撃波波管管実実験験にに基基づづくく火火山山のの爆爆発発的的噴噴火火にに伴伴うう

噴噴石石のの噴噴出出速速度度ののモモデデルル化化

○常松佳恵（山形大）、大谷清伸（東北大）、

Steinau Nils（山形大）、瀬尾和哉、金子明人（工学

院大）、小川俊広（東北大）

超超音音速速非非定定常常空空力力試試験験へへのの適適用用をを目目指指ししたた硫硫酸酸

型型  DDPP--AAAA--PPSSPP  のの研研究究

○米山王良、川島健、川又有真、沼田大樹（東海

大）

11  日日目目（（22002255  年年  33  月月  1122  日日・・水水曜曜日日））

休憩　（10:30～10:40）

昼休み　（12:00～13:00）

ランチョンセミナー（12:00〜12:50）（C会場）
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13:40 1A3-3 1B3-3 [若] 1C3-3 [[若若]]

ススククララムムジジェェッットト模模型型のの自自由由飛飛行行試試験験

○丹野英幸、八柳秀門(JAXA)

超超音音速速噴噴流流内内のの衝衝撃撃波波とと金金属属液液滴滴のの干干渉渉にによよるる

微微粒粒化化促促進進

○折田直生、谷本大航、王振英、井上智博（九

大）、 堀内潤、高下拓也（JFEスチール）、山田和豊

（岩手大）、吉年規治（九大）

高高速速応応答答性性感感温温塗塗料料のの開開発発

Jinyoung Kim、Mithat Engin、大川真生、〇伊神

翼、永井大樹（東北大）

14:00 1A3-4 1B3-4 [若] 1C3-4 [若]

円円筒筒型型ススククララムムジジェェッットトエエンンジジンン試試験験

○丹野英幸、八柳秀門(JAXA)

衝衝撃撃波波--粒粒子子干干渉渉流流れれににおおけけるる抵抵抗抗係係数数にに対対すす

るる粒粒子子温温度度おおよよびびママッッハハ数数効効果果のの解解析析

○髙橋駿太、永田貴之、野々村拓（名大）

高高速速応応答答感感圧圧塗塗料料・・感感温温塗塗料料同同時時計計測測にによよるる衝衝

撃撃波波圧圧力力・・熱熱流流束束のの高高精精度度評評価価

○大川真生、Jinyoung Kim、Mithat Engin、伊神

翼、永井大樹（東北大）

14:20 1B3-5 1C3-5

埋埋めめ込込みみ境境界界法法をを用用いいたた超超音音速速キキャャビビテティィかからら

のの複複数数粒粒子子離離脱脱にに関関すするる数数値値解解析析

○加藤孝明、松尾亜紀子、嶋英志（慶應大）

衝衝撃撃風風洞洞内内自自由由飛飛行行模模型型へへのの感感圧圧塗塗料料法法のの適適用用

○田口正人、糸永太一（防衛大）、丹野英幸

（JAXA）、波多英寛（熊大）、樫谷賢士（防衛大）

11AA44  【【極極//超超音音速速流流とと衝衝撃撃波波  33】】 11BB44  【【衝衝撃撃波波可可視視化化計計測測  33】】
11DD44  【【OOSS33  弾弾道道飛飛行行装装置置研研究究のの現現状状とと

可可能能性性】】

座座長長：：森森浩浩一一((大大公公大大)) 座座長長：：阿阿部部晃晃久久（（神神戸戸大大）） 座座長長：：大大谷谷清清伸伸（（東東北北大大））

15:00 1A4-1[[若若]] 1B4-1[[若若]] 1D4-1  （招待講演40分）

超超音音速速高高周周波波フフララッッピピンンググ噴噴流流をを用用いいたた亜亜音音速速

圧圧縮縮性性ココーーナナ流流れれ能能動動制制御御場場ののPPIIVV計計測測

○大西諒、松浦颯希、池内一真、瓜田明、半田太

郎（豊田工大）

11//110000気気圧圧下下ででのの高高速速飛飛ししょょうう体体周周囲囲のの流流れれ場場

のの定定量量的的可可視視化化

○岩元優希、水書稔治（東海大）

模模擬擬噴噴石石衝衝突突試試験験にに基基づづくく耐耐噴噴石石シシェェルルタターーのの

安安全全性性評評価価

○山田浩之（防衛大）

15:20 1A4-2[[若若]] 1B4-2[若]

高高周周波波フフララッッピピンンググ噴噴流流をを用用いいたた垂垂直直衝衝撃撃波波／／

境境界界層層干干渉渉流流れれ能能動動制制御御場場ににおおけけるる衝衝撃撃波波振振動動

振振幅幅評評価価

○松浦颯希、大西諒、池内一真、瓜田明、半田

太郎（豊田工大）

複複屈屈折折結結晶晶をを利利用用ししたた位位相相変変位位干干渉渉計計用用素素子子のの

試試作作とと光光学学的的特特性性

○小澤亮太、水書稔治（東海大）、津久井遼

（ロジストラボ）、山本広大（京大）、藤本美

恵、佐藤美那、遠西美重、松谷晃宏（東科大）

15:40 1A4-3 1B4-3  [[若若]] 1D4-2

平平面面衝衝突突噴噴流流ににおおけけるる斜斜めめ噴噴流流干干渉渉技技術術のの特特性性

○鵜飼孝博、岸田昂大、瀧岡稜（大阪工大）

産産業業用用再再帰帰反反射射材材をを利利用用ししたた定定量量的的可可視視化化計計測測

法法のの開開発発

○永山生耀、岩元優希、橋田昌樹、水書稔治

（東海大）

東東海海大大学学ににおおけけるる  φφ4400  ババリリスステティィッッククレレンンジジ

及及びび関関連連流流体体計計測測技技術術のの開開発発

○沼田大樹、山本昌司、川島健、川又有真、米

山王良（東海大）、大谷清伸（東北大）

16:00 1A4-4 1B4-4  [[若若]] 1D4-3

噴噴流流干干渉渉にによよるる弱弱いい衝衝撃撃波波のの圧圧力力変変動動場場にに対対すす

るる33次次元元密密度度場場計計測測

○堀尾大行、山岸雅人、弦本幸大、太田匡則（千

葉大）

水水中中爆爆発発にに伴伴うう圧圧力力波波伝伝播播とと圧圧力力変変動動のの関関係係

○上田颯、北川一敬（愛知工大）、久保田士

郎、 岡田賢、松村知治、丹波高裕（産総研）

密密度度のの異異ななるる球球状状飛飛行行体体のの抗抗力力係係数数のの計計測測

○菊池崇将、山内惇己、佐々木蓮、工藤真尋

（日大）、大谷清伸（東北大）

16:20 1A4-5[若] 1B4-5  [[若若]] 1D4-4

長長いい衝衝撃撃波波セセルルをを持持つつ極極超超音音速速噴噴流流ににおおけけるる噴噴

流流--噴噴流流干干渉渉技技術術のの効効果果

○堀田新（大阪工大）、Andrew Wilson、

Bradley Craig、Craig White（UofG）、鵜飼孝

博（大阪工大）、Konstantinos Kontis

（UofG）

超超音音速速空空気気流流密密度度計計測測をを目目的的ととししたたFFLLEEEETT光光密密

度度感感度度のの波波長長依依存存性性にに関関すするる研研究究

○清水諒、白川大樹、二階堂駿平（豊田工

大）、杉岡洋介、小池俊輔（JAXA）、半田太郎

（豊田工大）

東東北北大大学学流流体体科科学学研研究究所所ににおおけけるる弾弾道道飛飛行行装装置置

実実験験研研究究22

○大谷清伸、小川俊広、永井大樹、大林茂（東

北大）

休憩　（14:40～15:00）

衝衝撃撃波波関関連連施施設設見見学学会会　（16:40～17:30）
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AA会会場場

（片平さくらホール2F大会議室）

BB会会場場

（流体科学研究所1号館2F会議室）

CC会会場場

（流体科学研究所2号館5F大講義室）

22AA11  【【衝衝撃撃波波干干渉渉】】
22BB11  【【OOSS22  衝衝撃撃波波をを利利用用ししたた最最新新医医工工学学研研究究とと

そそのの基基盤盤技技術術  11】】
22CC11  【【デデトトネネーーシショョンン  33】】

座座長長：：鵜鵜飼飼孝孝博博（（大大阪阪工工大大）） 座座長長：：大大谷谷清清伸伸（（東東北北大大）） 座座長長：：笠笠原原次次郎郎（（名名大大））

9:00 2A1-1 2B1-1 2C1-1 [若]

22次次元元矩矩形形領領域域内内のの気気体体のの共共鳴鳴振振動動とと衝衝撃撃波波

○矢野猛（阪大）

金金属属棒棒材材のの打打撃撃でで誘誘起起さされれるる水水中中衝衝撃撃波波動動とと気気泡泡生生成成

挙挙動動にに関関すするる研研究究

○阿部晃久、公江仁一、藤本岳洋（神戸大）

デディィススクク型型回回転転デデトトネネーーシショョンンエエンンジジンンのの燃燃焼焼室室流流路路

形形状状がが作作動動特特性性にに及及ぼぼすす影影響響

○小椋旭、的場柚季、上杉隼也、大塚雄翔、石井一洋

（横国大）

9:20 2A1-2 [若] 2B1-2 2C1-2 [若]

多多孔孔質質側側壁壁にによよるる衝衝撃撃波波減減衰衰ににおおけけるる多多孔孔質質壁壁厚厚ささ

おおよよびびセセルル密密度度のの影影響響

○Custodio Daniel、重田直賢、萩原淳、木村成将、

中村友祐、佐宗章弘（名大）

放放電電誘誘起起キキャャビビテテーーシショョンン噴噴流流のの衝衝撃撃波波生生成成特特性性にに関関すす

るる研研究究

○公江仁一、阿部晃久（神戸大）

焼焼結結金金網網壁壁面面にによよるるデデフフララググレレーーシショョンンかかららデデトトネネーー

シショョンンへへのの遷遷移移のの抑抑制制

○嘉代健司、石井一洋（横国大）

9:40 2A1-3 [若] 2B1-3 2C1-3

前前方方誘誘起起流流れれととのの干干渉渉にによよるる衝衝撃撃波波のの変変調調

○木村成将、重田直賢、萩原淳、Custodio Daniel、

中村友祐、佐宗章弘（名大）

平平板板間間隙隙内内キキャャビビテテーーシショョンン噴噴流流のの衝衝撃撃波波生生成成にに関関すす

るる研研究究

○公江仁一、阿部晃久、三村治夫（神戸大）

液液体体エエタタノノーールルをを用用いいたた回回転転デデトトネネーーシショョンンエエンンジジンン

のの動動作作試試験験

○大塚雄翔、上杉隼也、的場柚希、小椋旭、石井一洋

(横国大)、丹野英幸(JAXA)

10:00 2A1-4 [若] 2B1-4 [若] 2C1-4 [若]

CChheesstteerr問問題題のの数数値値的的・・実実験験的的検検証証

○重田直賢、萩原淳、Custodio Daniel、木村成将、

山口月（名大）、福嶋岳（Université de

Sherbrooke）, 中村友祐、佐宗章弘（名大）

フフェェムムトト秒秒レレーーザザ誘誘起起水水中中ママイイククロロ衝衝撃撃波波のの伝伝播播挙挙動動

のの数数値値解解析析  --焦焦点点近近傍傍ででのの気気泡泡挙挙動動をを考考慮慮ししたた解解析析--

○山北暖人、中島皐汰、玉川雅章（九工大）

薄薄いいチチャャンンネネルル内内をを伝伝播播すするるデデトトネネーーシショョンンのの流流路路急急

拡拡大大ににおおけけるる伝伝播播特特性性

○浅山陽翔、石井一洋（横国大）

10:20 2A1-5 [若] 2B1-5 2C1-5 [若]

各各種種形形状状物物体体のの配配列列とと衝衝撃撃波波ととのの衝衝突突干干渉渉

○岩月誉、上田颯（愛知工大）、今村太郎、玉置義

治（東大）、北川一敬（愛知工大）

電電気気パパルルスス波波形形制制御御にによよるる水水中中衝衝撃撃波波圧圧力力ののママイイククロロ

ババブブルル運運動動へへのの影影響響のの理理論論解解析析

○小板丈敏（早大）、浪平隆男（熊大）

高高温温衝衝撃撃波波管管をを用用いいたたOOMMEE33のの自自発発点点火火遅遅れれ時時間間

○水江拓人、石井一洋（横国大）、齋藤大晃、古川伸

哉（いすゞ中研）

10:50

12:50

13:20

2 日日目目（（22002255  年年  33  月月  1133  日日・・木木曜曜日日））

休憩　（14:20～14:40）

休憩　（10:40～10:50）

特特別別講講演演  II　（10:50～11:50）（A会場）　座長：永井大樹（東北大）

東東北北大大学学　　ナナノノテテララスス共共創創推推進進課課　　特特任任教教授授　　渡渡邉邉真真史史  先先生生

「「33GGeeVV高高輝輝度度放放射射光光NNaannooTTeerraassuuととイイノノベベーーシショョンン・・エエココシシスステテムム」」

昼休み （11:50～12:50）

ランチョンセミナー（11:50〜12:40）（C会場）

日日本本衝衝撃撃波波研研究究会会総総会会　　（12:50～13:20）（A会場）

特特別別講講演演（（GGllaassss  MMeemmoorriiaall  LLeeccttuurree  AAwwaarrdd））  （13:20～14:20）（A会場）　座長：久保田士郎（産総研）

熊熊本本大大学学　　産産業業ナナノノママテテリリアアルル研研究究所所　　教教授授　　外外本本和和幸幸　　先先生生

「「爆爆発発・・衝衝撃撃波波現現象象をを利利用用ししたた材材料料ププロロセセッッシシンンググ　　－－爆爆発発実実験験施施設設のの歴歴史史とと可可能能性性－－」」
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22AA22

【【OOSS11  鈴鈴木木宏宏二二郎郎先先生生メメモモリリアアルルセセッッシショョンン】】

22BB22  【【OOSS22  衝衝撃撃波波をを利利用用ししたた最最新新医医工工学学研研究究とと

そそのの基基盤盤技技術術  22】】

22CC22  【【極極//超超音音速速流流とと衝衝撃撃波波  44】】

座座長長：：永永井井大大樹樹（（東東北北大大）） 座座長長：：公公江江仁仁一一（（神神戸戸大大）） 座座長長：：半半田田太太郎郎（（豊豊田田工工大大））

14:40 2A2-1 2B2-1 2C2-1

超超軌軌道道再再突突入入研研究究のの礎礎をを築築いいてて

○藤田和央（ElevationSpace）

粉粉体体注注射射用用小小型型衝衝撃撃波波管管のの隔隔膜膜飛飛散散抑抑制制にに関関すするる研研究究

○橋本時忠、住隆博（佐賀大）

ははややぶぶささ型型カカププセセルルのの動動特特性性改改善善とと熱熱流流束束評評価価

○平木講儒、末永竜太、明石大知、谷口幸駿（九工

大）、丹野英幸（JAXA）

15:00 2A2-2 2B2-2 2C2-2 [[若若]]

展展開開型型柔柔軟軟エエアアロロシシェェルルのの研研究究開開発発のの立立ちち上上げげ、、飛飛

行行実実証証試試験験、、そそししてて、、そそのの将将来来構構想想

○山田和彦（JAXA）

衝衝撃撃波波照照射射にによよるる脳脳内内アアスストトロロササイイトト活活性性化化経経路路

○塚本哲（防衛大）、中川桂一（東大）、川内聡子

（防衛医大）

極極超超音音速速AAppoolllloo型型カカププセセルル周周りりのの流流れれ場場ににおおけけるる表表面面

ttrriipp敷敷設設のの影影響響にに関関すするるRRAANNSS解解析析

○猪熊建登、焼野藍子、Flavien Colusso（東北大）,

八柳秀門、丹野英幸（JAXA）

15:20 2A2-3 2B2-3 2C2-3 [若]

東東大大柏柏極極超超音音速速風風洞洞のの立立ちち上上げげとと風風洞洞をを利利用用ししたた実実

験験にに基基づづくく研研究究構構想想のの展展開開

○今村宰（日大）

衝衝撃撃波波にによよりり誘誘起起さされれるる脂脂質質ババイイセセルルーーベベシシククルル相相転転

移移：：分分子子動動力力学学シシミミュュレレーーシショョンン

○越山顕一朗（徳島大）

超超音音速速環環境境下下のの弾弾性性体体周周りりにに発発生生すするる衝衝撃撃波波のの非非定定常常

干干渉渉にに関関すするる研研究究

○牧田直樹、上田颯、佐藤暢也、北川一敬（愛知工

大）、大谷清伸、小川俊広（東北大）

15:40 2A2-4 2B2-4 2C2-4 [若]

極極超超音音速速風風洞洞をを利利用用ししたた研研究究教教育育とと，，極極超超音音速速機機でで

のの高高速速気気流流制制御御

○渡邉保真（豊田工大）

爆爆傷傷リリススクク回回避避ののたためめのの衝衝撃撃波波物物体体干干渉渉効効果果にに関関すするる

基基礎礎研研究究

○大谷清伸（東北大）、沼田大樹（東海大）、小川俊

広、 中川敦寛（東北大）

超超音音速速流流中中でで分分離離すするる２２物物体体間間のの衝衝撃撃波波干干渉渉へへのの粘粘性性

のの影影響響にに関関すするる研研究究

○大宮康平、小川秀朗（九大）

16:20

18:00

休憩　（16:00～16:20）

ポポススタターーセセッッシショョンンココアアタタイイムム　　（16:20～17:20）（さくらホール1F）

座座長長：：高高橋橋聖聖幸幸  ((東東北北大大))、、伊伊神神翼翼（（東東北北大大））

懇懇親親会会　　（18:00～19:30）（さくらホール1F）
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AA会会場場

（片平さくらホール2F大会議室）

BB会会場場

（流体科学研究所1号館2F会議室）

CC会会場場

（流体科学研究所2号館5F大講義室）

33AA11  【【衝衝撃撃波波医医療療応応用用】】
33BB11  【【OOSS44  膨膨張張波波管管にによよるる高高エエンンタタルルピピーー気気流流実実

験験とと電電磁磁力力エエアアロロブブレレーーキキンンググ技技術術  11】】
33CC11  【【凝凝縮縮媒媒体体中中のの衝衝撃撃波波】】

座座長長：：小小板板丈丈敏敏（（早早大大）） 座座長長：：野野村村哲哲史史（（JJAAXXAA）） 座座長長：：沼沼田田大大樹樹（（東東海海大大））

9:00 3A1-1 3B1-1 3C1-1

SShhoocckk  wwaavveess  ffoorr  ccaanncceerr  ccaarree  ssttrraatteeggiieess

Nushin Hosano、○Hamid Hosano (Kumamoto Univ.)

HHEEKK--XX膨膨張張波波管管をを用用いいたた希希ガガスス中中ででのの電電磁磁力力エエアアロロブブ

レレーーキキンンググ試試験験ののCCFFDD後後解解析析とと電電離離剤剤添添加加予予備備試試験験

○葛山浩、東優真、酒井武治、坂本広樹（鳥取

大）、嶋村耕平（東京都立大）、八柳秀門、丹野英

幸（JAXA）

AAllTTiixxVVCCrr高高エエンントトロロピピーー合合金金のの衝衝撃撃処処理理効効果果

○岸村浩明、吉市祐人（防衛大）

9:20 3A1-2 3B1-2 3C1-2

生生体体模模擬擬物物質質中中のの収収束束衝衝撃撃波波伝伝播播にによよるる組組織織損損傷傷

○山本裕朗（SWI）

電電磁磁力力エエアアロロブブレレーーキキンンググののたためめのの電電離離剤剤入入りりアアブブ

レレーータタののババーーナナーーおおよよびびLLDDレレーーザザーー加加熱熱試試験験

酒井隆之介、川口敦也、渡部陽幹、石本颯太、〇葛

山浩、酒井武治、坂本憲一、坂本広樹(鳥取大)、石

田雄一、鈴木俊之、永田靖典(JAXA)

ガガララスス・・ポポリリカカーーボボネネーートト多多層層構構造造体体ににおおけけるる超超高高

速速衝衝突突損損傷傷

○川合伸明、藤原卓磨（防衛大）、長谷川直

（ISAS/JAXA）

9:40 3A1-3 [若] 3B1-3 [若] 3C1-3 [若]

微微小小爆爆薬薬にによよるる異異種種音音響響イインンピピーーダダンンスス媒媒体体界界面面をを

伝伝播播すするる衝衝撃撃波波挙挙動動のの可可視視化化

○西村純、加藤亮太、山口裕也、王発明、水書稔治

（東海大）

MMHHDD  AAeerroobbrraakkiinnggにに向向けけたた膨膨張張波波管管ででののTTDDLLAASSにによよるる

並並進進温温度度計計測測

○村松武明、嶋村耕平、各務聡（東京都立大）、葛

山浩（鳥取大）、David Gildfind（Univ. of

Queensland）

圧圧力力分分布布のの時時間間分分解解計計測測にに基基づづくく超超短短パパルルススレレーーザザ

誘誘起起応応力力波波のの形形成成過過程程のの調調査査

○徳味健太、松本寛樹、服部隼也、杉田直彦、伊藤

佑介(東京大)

10:00 3A1-4 [若] 3B1-4 3C1-4 [若]

音音響響イインンピピーーダダンンススのの異異ななるる媒媒体体界界面面ででのの衝衝撃撃波波通通

過過にによよるる力力学学的的効効果果のの数数値値解解析析

○加藤亮太、西村純、山口裕也、王発明、水書稔治

（東海大）

電電磁磁力力をを利利用用ししたた再再突突入入飛飛行行体体背背後後のの流流れれ場場制制御御のの

可可能能性性ににつついいてて

○大津広敬（龍谷大）

デデブブリリのの超超高高速速衝衝突突をを受受けけたたガガララスス材材料料内内ののきき裂裂進進

展展挙挙動動にに与与ええるるガガララスス組組成成おおよよびび機機械械特特性性のの影影響響

○長野幹雄(東大)、長谷川直（ISAS/JAXA）、川合伸

明(防衛大)、吉田智（AGC）、佐藤英一(東大)

10:20 3B1-5 3C1-5

くくささびび形形状状にに対対すするる電電磁磁力力エエアアロロブブレレーーキキンンググ効効果果

のの数数値値解解析析とと検検証証実実験験

○永田靖典（JAXA）、佐藤立樹（日大）、八柳秀

門、丹野英幸（JAXA）

線線形形成成形形炸炸薬薬ZZnnラライイナナーーのの動動的的変変形形ととジジェェッットト生生成成

時安紗優希、吉永智一、○齊藤文一（防衛大）、種

村勝利、瀧澤豊、荻野崇、中下光頼（中国化薬）、

吉田正典（爆発研）

33AA22  【【デデトトネネーーシショョンン  44】】
33BB22    【【OOSS44  膨膨張張波波管管にによよるる高高エエンンタタルルピピーー気気流流

実実験験とと電電磁磁力力エエアアロロブブレレーーキキンンググ技技術術  22】】
33CC22  【【爆爆発発にに伴伴うう衝衝撃撃波波】】

座座長長：：  水水書書稔稔治治（（東東海海大大）） 座座長長：：大大津津広広敬敬（（龍龍谷谷大大）） 座座長長：：北北川川一一敬敬（（愛愛知知工工大大））

10:50 3A2-1  [[若若]] 3B2-1 3C2-1

ススワワーールルイインンジジェェククタタがが回回転転デデトトネネーーシショョンンエエンンジジ

ンンのの作作動動おおよよびび推推進進性性能能にに及及ぼぼすす影影響響

○山本大凱、松岡健、澤田悟、伊東山登、井出雄一

郎、笠原次郎(名大)

単単原原子子分分子子試試験験気気体体をを用用いいたた超超軌軌道道速速度度衝衝撃撃波波角角度度

のの基基礎礎実実験験

○丹野英幸、八柳秀門（JAXA）

LL字字型型管管にに設設けけたた爆爆風風トトララッッププがが管管内内・・管管外外のの圧圧力力波波

形形にに及及ぼぼすす影影響響

○保前友高（富山高専）、杉山勇太、丹波高裕（産

総研）

11:10 3A2-2 [若] 3B2-2 3C2-2

単単円円筒筒ツツイインン回回転転デデトトネネーーシショョンンエエンンジジンンににおおけけるる

ススリリッットトをを用用いいたた同同期期点点火火

○中間章仁、稲森修平、井出雄一郎、伊東山登、松

岡健、安井正明、笠原次郎（名大）、松尾亜紀子

（慶応大）、船木一幸（JAXA）

HHEEKK--XXアアルルゴゴンン試試験験気気流流ののCCFFDDシシミミュュレレーーシショョンンのの改改

善善

○酒井武治、葛山浩（鳥取大）、丹野英幸（JAXA）

爆爆薬薬周周囲囲のの植植生生にによよるる爆爆発発影影響響低低減減化化のの可可能能性性にに関関

すするる数数値値解解析析

○杉山勇太（産総研）、岩月誉、上田颯、北川一敬

（愛知工大）、丹波高裕、久保田士郎、松村知治、

岡田賢（産総研）

11:30 3A2-3  [[若若]] 3B2-3 3C2-3  [[若若]]

水水冷冷式式単単円円筒筒回回転転デデトトネネーーシショョンンエエンンジジンンににおおけけるる

熱熱伝伝達達のの実実験験研研究究

○稲森修平、中間章仁、井出雄一郎、伊東山登、松

岡健、安井正明、笠原次郎（名大）、松尾亜紀子

（慶應大）、船木一幸（JAXA）

膨膨張張波波管管内内をを伝伝播播すするる衝衝撃撃波波背背後後のの境境界界層層のの安安定定性性

にに関関すするる数数値値解解析析

○坂本広樹（鳥取大）、佐藤慎太郎、大西直文（東

北大）

長長崎崎原原爆爆のの爆爆風風波波伝伝播播ににおおけけるる地地形形効効果果にに関関すするる数数

値値解解析析

○中島健太、松尾亜紀子（慶應大）

11:50 3A2-4 3B2-4  [若]

予予混混合合回回転転デデトトネネーーシショョンン燃燃焼焼器器作作動動にに関関すするる基基礎礎

研研究究

○史兆涵、小山雄太郎、須藤直太郎、 松岡健、伊東

山登、井出雄一郎(名大)、川﨑央(静大)、渡部広吾

輝(CNRS Institut Pprime)、笠原次郎(名大)

膨膨張張波波管管をを用用いいたた柔柔軟軟エエアアロロシシェェルル大大気気圏圏突突入入機機周周

りりのの流流れれ場場のの可可視視化化試試験験

○森本智仁（名大）、佐藤立樹（日大）、竜田響

（早大）、永田靖典、山田和彦（JAXA）、笠原次郎

（名大）

3 日日目目（（22002255  年年  33  月月  1144  日日・・金金曜曜日日））

休憩　（10:40～10:50）

昼休み （12:10～13:10）
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33BB33  【【OOSS44  膨膨張張波波管管にによよるる高高エエンンタタルルピピーー気気流流実実

験験とと電電磁磁力力エエアアロロブブレレーーキキンンググ技技術術  33】】
33CC33  【【衝衝撃撃波波可可視視化化計計測測  44】】

座座長長：：永永田田靖靖典典（（JJAAXXAA）） 座座長長：：菊菊池池崇崇将将（（日日大大））

13:10 3B3-1 3C3-1

膨膨張張波波管管気気流流ににおおけけるる不不純純物物とと加加熱熱率率計計測測へへのの影影響響

◯野村哲史（JAXA）

遷遷音音速速おおよよびび高高亜亜音音速速ににおおけけるる超超音音速速複複葉葉翼翼機機のの空空

力力特特性性にに関関すするる基基礎礎研研究究

○樫谷賢士、田口正人、兵藤佑都（防衛大）

13:30 3B3-2 3C3-2 [若]

膨膨張張波波管管試試験験気気流流速速度度計計測測にに向向けけたたFFLLEEEETT適適用用可可能能性性

のの評評価価

○徳重颯（静大）、小池俊輔、杉岡洋介、髙栁大

樹、野村哲史（JAXA）、松井信（静大）

レレーーザザーーシシュュリリーーレレンン法法をを用用いいたた衝衝撃撃波波とと供供試試体体のの

干干渉渉挙挙動動とと力力学学セセンンササととのの同同時時計計測測

○亀井隆平（岐阜大）、Nayak Sima（インド工科

大）, 澤田光鷹、川中陽人、小宮山正治（岐阜

大）、 Niranjan Sahoo（インド工科大）、西田哲

（岐阜大）

13:50 3B3-3 [若] 3C3-3 [若]

極極超超音音速速衝衝撃撃波波前前方方かかららのの時時空空間間分分解解発発光光分分光光計計測測

○小関裕大、Joseph Kimani Mwangi、前田航太郎、

坪多祐貴、松本隆志、坂本憲一、酒井武治（鳥取

大）

空空気気衝衝撃撃波波背背後後のの微微弱弱なな放放射射にに関関すするる実実験験的的研研究究

○下山佳祐、荻野智也、Aqwahaziq Bin Fakhrul

Anwar、舩津賢人（群馬大）、大谷清伸（東北大）、

澁澤健二（茨城高専）

14:10 3B3-4 [若]

衝衝撃撃波波管管ととババリリスステティィッッククレレンンジジをを用用いいたた衝衝撃撃波波前前

方方のの電電子子数数密密度度・・電電子子温温度度分分布布計計測測

○前田航太郎、Joseph Kimani Mwangi、小関裕大、

松本隆志、坪多祐貴、坂本憲一、酒井武治（鳥取

大）
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P-01  [[若若]] 一一定定速速度度のの移移動動荷荷重重下下のの弾弾性性体体内内部部のの応応力力解解析析

○岡村謙、髙田智史（農工大）

P-02  [[若若]] 粉粉体体中中ででのの衝衝撃撃伝伝播播速速度度とと物物性性値値のの関関係係のの数数値値的的研研究究

○鈴木龍、田中蒼大、髙田智史（農工大）

P-03  [[若若]] BBOOSS  法法をを用用いいたた軸軸対対称称模模型型周周りりのの流流れれ場場のの33次次元元再再構構成成おおよよびび数数値値解解析析ととのの定定量量的的比比較較

○野瀬成実、小笠原祐樹(産技高専)、熊崎大知（都立大）、石橋歩武（農工大）、山岸雅人（千葉大）、廣瀬祐介（サレジオ

高専）、稲毛達朗（湘南工大）、太田匡則（千葉大）、嶋村耕平（都立大）、宇田川真介(産技高専)

P-04  [[若若]] 排排気気ノノズズルルをを付付加加ししたたパパルルススデデトトネネーーシショョンンエエンンジジンンのの連連続続ササイイククルルににおおけけるるイインンパパルルスス増増大大にに関関すするる実実験験的的研研究究

○谷口慎之介、佐久間心、川本将也、宇田川真介（産技高専）

P-05  [[若若]] SSPP--BBOOSS法法ににおおけけるる背背景景画画像像のの傾傾ききががシシャャドドウウググララフフ的的出出力力画画像像にに与与ええるる影影響響

○佐久間心、小笠原祐樹、野瀬成実（産技高専）、石橋歩武（農工大）、山岸雅人（千葉大）、廣瀬祐介（サレジオ高専）、

稲毛達朗（湘南工大）、太田匡則（千葉大）、宇田川真介(産技高専)

P-06  [[若若]] フフェェムムトト秒秒レレーーザザ誘誘起起水水中中ママイイククロロ衝衝撃撃波波のの生生成成とと伝伝播播のの高高速速度度撮撮影影観観察察

山北暖人、○中島皐汰、玉川雅章(九工大)

P-07  [[若若]] 銃銃口口近近傍傍のの過過剰剰圧圧分分布布にに関関すするる基基礎礎実実験験

○久保大地、澤口佳奈愛、木浦圭祐、仲村進太、水書稔治（東海大）

P-08 [[若若]] 点点光光源源のの画画像像間間移移動動量量計計測測（（DDIIMMMM））にによよるる地地表表近近傍傍のの大大気気じじょょうう乱乱のの定定量量評評価価

○谷田貝萌絵、金澤亜里沙、小澤亮太(東海大)、峰崎岳夫(東大)、大屋真（国立天文台）、水書稔治(東海大)

ポポススタターーセセッッシショョンン　　　　座座長長：：高高橋橋聖聖幸幸  ((東東北北大大))、、伊伊神神翼翼（（東東北北大大））

ココアアタタイイムム  ::  33  月月  1133  日日  ((木木))　　((1166：：2200～～1177::2200))　　((ささくくららホホーールル11FF))
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○ 講演会メイン会場

・ 東北大学 片平さくらホール 　https://sites.google.com/tohoku.ac.jp/sakurahall

 所在地：〒980-8577　仙台市青葉区片平2-1-1

・ 東北大学 流体科学研究所 　https://www.ifs.tohoku.ac.jp/jpn/

　所在地：〒980-8577　仙台市青葉区片平2-1-1

受付：片平さくらホール1階　ラウンジ

A会場：片平さくらホール2階　大会議室

B会場：流体科学研究所1号館2階　会議室

C会場：流体科学研究所2号館5階　大講義室

D会場：流体科学研究所衝撃波関連施設

ポスター会場：片平さくらホール1階　ラウンジ

機器展示会場：片平さくらホール1階　ラウンジ

懇親会会場：片平さくらホール1階　ラウンジ

シシンンポポジジウウムム会会場場
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 実行委員長 永井　大樹 東北大学流体科学研究所

実行副委員長 大谷　清伸 東北大学流体科学研究所

実行委員 早川　晃弘 東北大学流体科学研究所

実行委員 伊神　翼 東北大学流体科学研究所

実行委員 小川　俊広 東北大学流体科学研究所

実行委員 高橋　幸一 東北大学流体科学研究所

実行委員 大西　直文 東北大学工学研究科

実行委員 高橋　聖幸 東北大学工学研究科

実行委員 笠原　次郎 名古屋大学

実行委員 杵淵　紀世志 名古屋大学

実行委員 舩津　賢人 群馬大学

実行委員 高橋 俊 宇宙航空研究開発機構角田宇宙センター

実行委員 山田 和彦 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所

西華デジタルイメージ 株式会社

株式会社 ナックイメージテクノロジー

カカタタロロググ展展示示

ダンテック・ダイナミクス 株式会社

東北大学 流体科学研究所

機機器器展展示示

シュプリンガーネイチャー・ジャパン 株式会社

株式会社 ノビテック

株式会社 島津製作所

株式会社 フォトロン

東京インスツルメンツ 株式会社

広広告告掲掲載載

株式会社 島津製作所

株式会社 東栄科学産業

22002244年年度度衝衝撃撃波波シシンンポポジジウウムム実実行行委委員員会会

株式会社 旭商会仙台店
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